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教 育 目 標  

「知・徳・体」の調和のとれた人格形成をめざし、たくましく生き抜く生徒の育成 

 

 

 

 

受
付
期
間
：
９
月
21
日
（
火
）
～
10
月
６
日
（
水
） 

土
日
祝
日
除
く 

詳
細
は
五
條
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 
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◎
１
号
認
定
（
幼
稚
園
部
分
）
３
歳
児
～
５
歳
児 

 

対
象
年
齢
：
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で
満
３
歳
以
上 

 

教
育
標
準
時
間
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時
（
預
か
り
保
育
あ
り 

別
途
料
金
が
必
要
） 

 
 

申
込
先
：
五
條
市
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
総
務
課
ま
た
は
市
立
幼
稚
園 

 

◎
２
号
認
定
（
保
育
所
部
分
）
３
歳
児
～
５
歳
児 

 

対
象
年
齢
：
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で
満
３
歳
以
上 

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
（
※
）
に
該
当
し
て
い
る
こ
と 

 

保
育
短
時
間
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
（
延
長
保
育
あ
り 

別
途
料
金
が
必
要
） 

 

保
育
標
準
時
間
：
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分
（
延
長
保
育
あ
り 

別
途
料
金
が
必
要
） 

 

申
込
先
：
五
條
市
役
所
児
童
福
祉
課
ま
た
は
市
立
保
育
所 

 

◎
３
号
認
定
（
保
育
所
部
分
）
０
歳
児
～
２
歳
児 

 
対
象
年
齢
：
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で
満
７
ヶ
月
以
上 

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
（
※
）
に
該
当
し
て
い
る
こ
と 

 

保
育
短
時
間
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
（
延
長
保
育
あ
り 

別
途
料
金
が
必
要
） 

保
育
標
準
時
間
：
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分
（
延
長
保
育
あ
り 

別
途
料
金
が
必
要
） 

申
込
先
：
五
條
市
役
所
児
童
福
祉
課
ま
た
は
市
立
保
育
所 

 

※
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
…
就
労
、
妊
娠
・
出
産
、
疾
病
・
障
が
い
、
介
護
・
看
護
な
ど 

 

 

 

 

五
條
市
で
は
、「
五
條
市
立
認
定
こ
ど
も
園
整
備
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
現
在
の
公
立
幼
稚

園
２
園
、
公
立
保
育
所
６
所
を
再
編
し
、
公
立
認
定
こ
ど
も
園
３
園
を
設
置
し
ま
す
。
入
園
に

つ
い
て
は
、
左
記
及
び
五
條
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
の
上
、
受
付
期
間
内
に
申
請
書
類
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。 

 

五
條
中
学
校 

下
之
町
５
０


（
２
２
）
２
０
９
４ 

  

お
し
ら
せ 

令
和
４
年
４
月
入
園 

公
立
認
定
こ
ど
も
園
の
園
児
を
募
集
し
ま
す 

小
中
連
携
・
小
中
一
貫
教
育 

中
学
校
教
員
に
よ
る
小
学
校
へ
の

出
張
授
業
を
実
施
し
て
お
り
、
１
学
期

は
五
條
小
学
校
で
美
術
の
授
業
を
行

い
ま
し
た
。 

２
学
期
以
降
も
各
学
期
に
１
回
ず

つ
五
條
小
学
校
・
五
條
南
小
学
校
に
出

前
授
業
を
行
う
計
画
を
し
て
い
ま
す
。 

確
か
な
学
力
の
育
成 

ICT
を
活
用
し
た
学
習
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。 

生
徒
た
ち
も
徐
々
に
機
器
の
使
用

に
慣
れ
、
日
々
の
学
習
の
中
に
ICT
が

溶
け
込
ん
で
き
て
い
ま
す
。 

 

五中ＨＰ 

ＱＲコード 

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り 

防
災
教
育
の
取
組
と
し
て
、
こ
の
夏
は

小
学
生
と
一
緒
に
被
災
地
を
訪
問
し
ま

し
た
。
ま
た
、
避
難
所
設
置
訓
練
を
中
学

生
で
行
い
ま
し
た
。 

 

豊
か
な
心
の
育
成 

生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
「
あ
い
さ
つ

運
動
」
、「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
な
ど
、
様
々

な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

思
い
や
り
の
心
や
他
者
へ
の
気
遣
い

等
の
醸
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 
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五小ＨＰ 

ＱＲコード 

【
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
意
見
集

約
・
討
議
】 

道
徳
を
は
じ
め
各
教
科
等

で
、
ジ
ャ
ム
ボ
ー
ド
と
い
う

ア
プ
リ
を
使
っ
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
意
見
集
約
し
た
も 

の
を
す
ぐ
さ
ま
共
有
し
て
い

ま
す
。 

こ
う
す
る
こ 

と
で
、
よ
り
話 

し
合
い
が
深
ま 

り
ま
す
。 

【
授
業
資
料
な
ど
を
共
有
】 

ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
や
ム
ー
ブ
ノ
ー
ト
と
い
う
ア
プ
リ
を
使
っ
て
、
資

料
デ
ー
タ
を
一
斉
に
配
信
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
画
面
で
デ
ー
タ
を
確
認

し
ま
す
。 

特
に
算
数
の
図
形
の 

授
業
で
は
、
配
布
さ
れ 

た
資
料
に
自
分
の
考
え 

等
を
直
接
書
き
込
み
、 

モ
ニ
タ
ー
に
映
し
て
友 

達
に
、
効
率
的
で
わ
か 

り
や
す
い
説
明
が
で
き 

ま
す
。 

野
原
小
学
校 

野
原
中
３
‐
８
‐
３
８


（
２
２
）
２
５
２
３ 

  
野
原
小
学
校 

野
原
中
３
‐
８
‐
３
８


（
２
２
）
２
５
２
３ 

  

 

五
條
小
学
校 

本
町
１
‐
１
‐
４


（
２
２
）
２
２
０
０ 

  

 

五
條
南
小
学
校 

野
原
中
３-

５-

４
３


（
２
２
）
２
２
２
１ 

  

み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
、
五
條
南
小
学
校
で
す
。 

今
年
四
月
に
野
原
小
・
阪
合
部
小
・
西
吉
野
小
の
三
校
が
統
合
し
て
新
し
い

学
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

新
し
い
友
達
も
い
っ
ぱ
い
で
き
て
、
毎
日
楽
し
く
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

ふるさとを愛し、ふるさとのために貢献する 

（郷土愛） 
 

他者への思いやりをもって、ともに伸びる 

（徳） 
主体的・対話的で深く学ぶ 

（知） 

心と体を一にして、粘り強く、鍛える 

（体） 

【
進
ん
で
自
主
学
・
音
読
】 

 

子
ど
も
達
は
、
「
ド
リ
ル
パ

ー
ク
」
と
い
う
ア
プ
リ
を
使
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
、

苦
手
分
野
の
強
化
・
授
業
の
復

習
等
を
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
音
読 

を
タ
ブ
レ
ッ
ト 

に
録
音
し
て
提 

出
し
て
い
ま
す
。 

目指す児童像 

こ
の
度
、
南
小
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
選
ば
れ
た
み
な
み
ん
で
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
全
校
活
動
が
で

き
な
い
中
、
み
ん
な
が
つ
な
が
る

た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
委

員
会
が
企
画
し
た
行
事
を
二
つ

紹
介
し
ま
す
。 

・
み
ん
な
よ
ろ
し
く
ね
動
画 

 

各
学
級
の
紹
介
動
画
を
全
学

年
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
一
つ
の
動

画
を
作
り
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
が

次
々
と
パ
ス
さ
れ
て
画
面
が
切

り
替
わ
っ
て
い
き
ま
す
。 

・
リ
モ
ー
ト
集
会 

多
目
的
教
室
と
各
教
室
を
リ

モ
ー
ト
で
結
ん
で
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
を
し
ま
し
た
。
校
舎
の
あ
ち

こ
ち
で
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。 

南小 HP  

QR コード 

 

こ
の
他
に
も
「

Google
フ
ォ
ー
ム
」
を
使
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
、「

meat
」

を
使
っ
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
集
会
活
動
な
ど
、
よ
り
教
育
効
果
の
高
い
取

組
を
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
教
育
実
践

の
中
で
ICT
を
効
果
的
に
使
う
た
め
の
研
修
等
を
重
ね
、
よ
り
よ
い
形

の
教
育
環
境
を
整
備
し
て
い
く
計
画
で
す
。 

【
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
実
証
事

業
の
指
定
校
と
し
て
の
取
組
】 

 

本
校
は
、
今
年
度
も
国
語
科
を

中
心
に
『
読
み
取
る
力
』
を
育
む

た
め
の
研
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

活
用
事
業
の
指
定
校
と
し
て
も

取
組
を
進
め
、
よ
り
子
ど
も
達
に

と
っ
て
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て

の
ICT
活
用
を
模
索
し
て
い
ま
す
。 

＊GIGA スクール構想 現在進行中＊ （ICT 機器の活用） 

文部科学省が打ち出した GIGA スクール構想に基づき、昨年度本校にも児童一人に

一台の端末がやってきました。「学びのスタンダード」として取り組みを進める、本

校での ICT 機器活用の一部を紹介します。 
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8 月２７日（金） 第５回サイエンス・スクール in 五條を開催しました 

８
月
27
日
（
金
）
五
條
東
小
学
校
を
会
場
に
、「
第
５
回
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
ー
ル
in
五
條
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
催
し
は
、
奈
良
教
育
大
学
理
数
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
科
学
的
な
活
動
や
体

験
を
通
し
て
、
理
科
の
面
白
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
開
催
を
見
送
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
午
前
・
午

後
の
２
部
制
で
の
開
催
、
講
座
場
所
の
分
散
、
開
会
式
・
閉
会
式
を
リ
モ
ー
ト
配
信
で
行
う
等
、
感
染
予
防
対
策
を

講
じ
な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
に
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、
興
味
津
々
で
、
熱
心
に
講
師
の
先
生
の
お
話
に
耳
を
傾
け
、
実
験

や
観
察
を
行
い
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
生
活
の
中
に
は
、
今
回
の
講
座
で
学
ん
だ
よ
う
な
科
学
的
な
事
柄
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
身
の
回
り
に

あ
る
な
に
げ
な
い
現
象
に
着
目
し
、
「
な
ぜ
だ
ろ
う
？
」
と
疑
問
を
持
つ
こ
と
が
、
知
識
を
深
め
る
第
一
歩
で
す
。 

是
非
、
皆
さ
ん
も
科
学
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

もくじ 

 

1 面 サイエンス・スクールについて 

2 面 学校紹介 

3 面 学校紹介・おしらせ 

4 面 教育委員会の事業紹介 

編集・発行 五條市教育委員会 ☎0747-22-4001 〒637-0083 五條市下之町 21 番地 

【
講
座
１
】 

テ
ー
マ
：
「
石
け
ん
ま
く
の
力
」 

講
師
：
常
田 

琢
教
授 

内
容
：
石
け
ん
ま
く
を
題
材
と
し
て
「
表

面
張
力
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
自
分

の
手
で
石
け
ん
ま
く
に
さ
わ
っ
て
み
て
、

引
き
の
ば
し
た
り
、
切
り
貼
り
し
た
り
、

大
き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作
っ
た
り
し
な

が
ら
表
面
張
力
の
性
質
を
体
感
し
な
が

ら
学
び
ま
し
た
。 

【
講
座
２
】 

テ
ー
マ
：
「
見
た
目
で
は
わ
か
ら
な
い
川

や
湖
の
水
質
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！
」 

講
師
：
藤
井 

智
康
教
授 

 

内
容
：
「
み
な
さ
ん
の
身
近
に
流
れ
て
い

る
川
は
き
れ
い
な
の
か
？
、
き
た
な
い
の

か
？
見
た
だ
け
で
わ
か
る
だ
ろ
う
か
？
」

を
題
材
に
、
簡
単
な
実
験
や
測
定
を
行
い

な
が
ら
学
習
し
ま
し
た
。 

【
講
座
３
】 

テ
ー
マ
：
「
見
え
な
い
も
の
を
観
る
？
霧

箱
で
放
射
線
を
観
察
し
よ
う
」 

講
師
：
片
岡 

佐
知
子
准
教
授 

内 

容
：
霧
箱
は
、
目
に
見
え
な
い
放
射

線
を
観
測
す
る
た
め
の
装
置
で
す
。
霧
箱

を
作
成
し
、
自
然
界
に
存
在
す
る
放
射
線

を
観
察
し
ま
し
た
（
身
近
に
あ
る
も
の
を

放
射
線
源
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
）
。 

観
察
を
通
じ
て
、
自
然
放
射
線
や
霧
箱
の

原
理
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 
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生
涯
学
習
課 

次回は 12 月の発行予定で、牧野小学校、五條西中学校、西吉野農業高等学校を紹介いたします。 

子
ど
も
た
ち
と
五
條
市
地
区
婦
人
会
連
絡
協
議
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て 

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄

化
し
て
お
り
、
家
族
や
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
取
組

が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
う
し
た
中
、
８
月
１
日
（
日
）
に
、
中
央
公
民
館
主
催
の
親
子
ふ
れ
あ
い

広
場
「
ゴ
ー
カ
ス
タ
ー
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
」
教
室
が
開
催
さ
れ
、
五
條
市
地
区

婦
人
会
連
絡
協
議
会
（
以
下
、
地
婦
連
）
の
方
々
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

カ
ッ
キ
ー
の
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

地
婦
連
で
は
、
市
内
の
各
地
区
婦
人
会
相
互
の
親
睦
と
地
域
の
活
性
化
を
目

指
し
て
、
年
間
を
通
し
て
様
々
な
行
事
を
開
催
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

の
積
み
重
ね
に
よ
り
培
っ
て
き
た
経
験
や
地
域
と
の
関
係
を
若
い
世
代
に
継
承

し
て
い
く
た
め
、
色
々
な
場
面
で
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

今
後
も
地
婦
連
で
は
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
様
々
な
行
事
を
計
画
し
て
い

ま
す
。 

保
護
者
の
皆
さ
ま
、
婦
人
会
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

ゴーカスターマスコット作りの様子。 

分かりやすいご指導のもと、参加者の皆

さんはマスコット作りを通じて親子の

コミュニケーションを深めていました。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
第
５
波
と
言
わ
れ
る
全
国
的
な
感
染
拡
大

が
続
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
本
市
に
お
け
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
・

行
事
に
つ
き
ま
し
て
も
、
開
催
中
止
や
延
期
の
措
置
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。 

本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
秋
の
季
節
に
向
け
て
、
芸
術
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
取

組
を
進
め
て
い
く
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
左
記
に
記
載
の
と

お
り
、
年
内
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と
な
り
ま
す
。 

年
明
け
以
降
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
日
程
で
予
定
し
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
て
開
催
す
る
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
感
染
予
防
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

中
止
が
決
定
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト 

・
市
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会 

月

日 

・
五
條
市
文
化
祭 

月

・

日 

今
後
開
催
を
予
定
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト 

・
令
和
４
年
成
人
式 

１
月
９
日 

・
五
條
市
駅
伝
大
会 

１
月

日 

※
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
状
況
等
に
よ
り
中
止
と
な
る 

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
イ
ベ
ン
ト
開
催
状
況
に
つ
い
て 


